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は し が き

河内平野の地中には未だに知られていない数多くの遺跡が埋もれています。その実態が明らか

になりだしたのは、1976年から10年あまりにわたって実施された近畿自動車道天理～吹田線の発

掘調査以来のことであり、以後、河内平野では続々と新しい遺跡が発見されました。今回報告す

る萱振遺跡もそんな遺跡のひとつです。

萱振遺跡は河内平野南部の人尾市内に所在する遺跡です。府立八尾北高等学校建設に先立つ発

掘調査で弥生時代後期から中世にいたる集落跡や、古墳時代前期に属する埋没古墳、自然河川の

跡などが発見されました。特に萱振一号墳と名付けられた古墳は、河内地域の低地部では最大級

の古墳であり、古墳を飾った多彩な形象埴輪とともに貴重な資料です。また古墳とともに弥生時

代後期を主体とする集落跡も発見されました。この集落は全て掘立柱建物で構成される特徴のあ

る集落です。

今回の報告する調査地点は萱振一号墳の北側で、八尾北高校の校舎新築の敷地にあたります。

以前の調査で発見された遺構群の続きが検出されることから、発掘調査を行いました。調査の結

果、弥生時代後期を主体とする集落の縁辺部が検出され、萱振遺跡の様相が一層くわしく判明す

ることになりました。

報告にあたり、調査の実施に協力していただいた地元の方々をはじめ、関係各位に感謝申し上

げます。

平成17年 12月

大阪府教育委員会

文化財保護課

課長 丹  上 務



例    言

1.本書は大阪府八尾市萱振 7丁目42番地における萱振遺跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は、府立人尾北高等学校の校舎建設に伴う事前調査として実施した。

2.発掘調査は大阪府教育委員会高校改革課から依頼を受け、文化財保護課が実施した。

調査に要した経費は大阪府教育委員会が負担した。

3.現地調査は2003年 8月 20日 から2004年 3月 15日 までの間、文化財保護課 調査第一グループ

技師 横田 明が担当した。調査番号は03026で ある。

4.遺物整理は2004年 4月 1日 から2005年 3月 31日 までの間、横田および調査管理グループ 技

師 林日佐子、藤田道子が実施した。

5。 作図は基本的に航空測量により行ったが、手実測による記録作成も随時行った。写真測量で

は 1/20ま たは 1/50と 1/100の縮尺で作図を行った。

6。 写真測量については株式会社航空撮影センターに委託した。撮影フイルムについては株式会

社航空撮影センターにおいて保管している。調査現場での遺構や土層などの写真撮影について

は調査担当者が行った。

7.本書に掲載した遺物写真の撮影については、有限会社阿南写真工房に委託した。

8.本書の執筆・編集は横田明が行った。

9.出土遺物および図面 。写真等は大阪府教育委員会文化財調査事務所において保管している。

10。 この報告書は300部作成し、一部あたりの単価は945円である。



凡    例

1.本報告書のレベルは全てT,P,(東京湾平均海水面)で表示している。

2.方位は国土座標第Ⅵ座標系の座標北を示し、座標の数値は全て旧座標の数値である。ちなみ

に、旧座標 (日本測地系)と新座標 (世界測地系)と の関係について、調査区内および調査

区周辺に関する数値をいくつかあげておく。

旧座標 (X=-150,770,000Y=-36,080.000)

→新座標 (X=-150,423.1849 Y=-36,341.2162)

旧座標 (X=-150,780,000Y=-36,090.000)

→新座標 (X=-150,433.1850 Y=-36,351,2164)

3。 写真図版中の遺物番号は挿図と対応している。
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第 1章 調査に至る経過

萱振遺跡は人尾市域北西部に広がる遺跡である。1982年からの府営住宅関連の調査を大阪府教

育委員会が手がけて以降、民間事業や八尾市立中学校の建設などに関連して、人尾市教育委員会

や (財)八尾市文化財調査研究会などが順次調査を進めてきた。

今回の調査汁象地である府立八尾北高校は萱振遺跡範囲内でも北部に所在する。人尾北高校は

1980年度の高校大量増設に伴って建築された高校であり、1983年以降87年まで学校敷地の用地買

収の進展に伴い、調査区を拡大する形で発掘調査を実施した。その結果、萱振 1号墳と命名され

た方墳、弥生時代後期の集落跡、古墳時代の方形周溝墓、奈良時代の掘立柱建物群など、多彩な

遺構、遺物が検出された。特に、萱振一号墳は、河内低地部で最大級の方墳であり、墳丘の周囲

からは円筒埴輪以外に多彩な形象埴輪が出上している。その内でも靭形埴輪は直弧文で飾ったう

えに赤く彩色した優品である。その後、大阪府文化財保護条例によって萱振 1号墳は史跡に、靭

形埴輪は考古資料に指定されている。

近年来の府立高校再編の流れの中で、人尾北高校では2003年 に総合学科が開設された。2005年

を目処に実習棟が建設されることとなった。今回の調査地は 1次調査の対象地、萱振一号墳の北

側にあたる。文化財保護課と高校改革課で協議を行った結果、弥生～古墳時代の遺構が検出され

るのは確実なことから実習棟建設予定地内で発掘調査をすることとなった。現地調査は2003年 8

月20日 から開始し、2004年 3月 15日 には全ての現地作業を終了、現場を撤収した。

第 1図 調査地位置図  (縮尺 1:25,000)
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第 2章 調査の方法

地区割

遺跡の位置については国土座標第Ⅵ座標系 (日本測地系)を利用して表示している。萱振遺跡

調査で使用した地区割については、過去の調査成果との整合のため、高校建設時の調査 (1次調

査)で設定した地区割りを踏襲して使用することとした。この地区割りは、調査対象地域での遺

物取 り上げなどの単位として 5m包含を設定するためのものである。原点をX=-150,950

Y=-35,850と いう任意のラインに設定して、そこから北へAB、 AC・ ・・BA、  BB・ ・BWと

順次記号をつけて、西へはOl、 02、 03、 04な どと順番に付した。各地区はBA・ 54な どのように

縦・横の番号の組み合わせで表示することを原則とするものとした。今回の調査区は 1次調査の

A区・B区の北側にあたり、南北方向にはB」～BO、 東西方向には44～50付近に相当する。

方位

地区割と同様に国土座標第Ⅵ座標系 (日 本測地系)に基づいて座標北で表示することとした。

遺跡周辺の座標北は、今回の調査の際には磁北より東へ 6° 27′ 、真北よりも西へ13′ 振れてい

た。

遺構面

遺構面の呼称については、第 1層上面の遺構群を第 1面、第 2層上面の遺構群を第 2面上面、

第 3層上面の遺構群を第 3面などと呼称することとした。

遺構番号

調査区からは多種多様な性格の遺構が検出される。それで遺構番号については、遺構の種類に

関わらず 4桁の通し数字を振り、数字の前に溝、土坑などと遺構の種別を付することとした。つ

まり遺構の種別に関わらず、同じ番号の遺構は存在しないということである。

第 2図 調査区位置図  (縮尺 1:2,500)
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第 3章 調査の成果

第 1節 基本層序

今回の調査区内の上層は近年の盛り上層が厚さlm以上にもおよび、その下から高校造成以前

の耕作地の上があらわれる。しかし盛り土より下の上層については、中世以降の耕作地の造作な

どにより微妙に削平を受けていることから、調査区全域で必ずしも一定しているわけではない。

以下、調査の過程で認識したポイントとなる土層について簡略に記述した。 (第 4図 )

第 0層 すべて機械力により除去した。土層断面図には直接的にはあらわれてはいないが、高校

建設時の用地造成に利用された盛り上層であり、層厚は約 lmである。上面はテニスコートの関

係などにより、平坦にならされており、水準高はおよそT.P.+5。4～5.5mである。

第 1層 高校用地造成以前の耕作地の耕作土層であり、暗黄灰色上を主体とする層である。削平

を受けているのか、部分的に残っているのみである。調査区内では西側よりも東側でよく残って

いる。水準高はT.P.+4.5～ 5,Omである。

第 2層上層 青緑褐色のシルトや淡灰黒色粘質上が主体となる土層である。包含遺物は少ないも

のの、人面墨書土器など奈良時代の遺物も出土している。水準高はT,P.+4.6m前後で、この層の

上面では中世に属する第 1面の遺構群が形成されている。

第 2層下層 灰白～褐灰色の砂やシルトを主外とする土層であり、削平を受けているのか上面は

平坦ではなく凹凸が見られる。水準高は約T,P.+4.4m前後で、弥生時代の内でもV様式を主体と

する遺物を含んでいる。この層の上面は第 2面上面の遺構群となっており、おおむね奈良時代～

中世の遺構群と推測される。

第 3層 黒～褐色の砂層や粘土層を主体とする土層であり、上面の水準高はおよそT,P.+4.2mで

ある。本来は弥生時代後期の流路の氾濫によりあふれ出た土砂の堆積土層である、後世の削平を

受けているのか上面は一定していない。層中には弥生V様式を中心とする弥生時代の上器などの

遺物を包含しており、上面には第 2面下面の遺構群が形成されている。同じ第 3層 においても上

部は灰褐色粘質上であるが、下部は灰色系統の粘土や砂を主体とする土層となっている。下層の

第 4層が南西から北東に傾斜気味に堆積していることも影響して、北側の堆積が若干厚くなる傾

向がある。

第 4層 青緑灰～灰黄色のシルトや砂を主体とする土層である。水準高T,P.+3.9～ 4.Omで水平

方向に堆積している。層中には遺物はほとんど含んではいないものの、上層遺構面との関係から、

少なくとも弥生時代後期以前に堆積した土層であると推測される。この層の上面で第 3面が形成

されている。なお、この層以下はまったく遺物を含まない堆積層になる。

第 5層 灰オリーブ色の粘土やシルトが主体となる土層であり、水準高T.P.+3.8mで ある。この

土層よりも下の上層は基本的に水平方向の堆積をしており、下の第 6層 とも極めて近似した土質

-4-
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になっている。また、この層の上面が第 4面である。

第 6層 灰～オリーブ色の粘土層が中心の上層で、水準高はT,P.+3.4mである。水平方向に堆積

しており、土質も均質な無遺物層である。この層の上面で調査区の北東および南西の隅で流路を

検出している。流路は内部の砂の堆積から見ると南東から北西の方向に流れているようであるが、

遺物はまったく含んでいない。

第 7層 黒いベルト状態に見える土層であり、黒色のシルト混じりの粘土層である。水準高は

T,P.+3.Omで あり、層厚は10～ 20cmである。弥生時代前期相当の堆積層と思われる。

第 2節 遺構 と遺物

各遺構面においてさまざまな遺構を検出した。溝、土坑、ピット、竪穴住居などがある。検出

した遺構について、以下、遺構面毎に論述する。

(1)第 1面

第 2層上層の上面に形成された遺構面で、第 1層に被覆されている。基準高はT.P+4.5～4.7m

である。この遺構面を構成する遺構としては、土坑、東西方向、南北方向の耕作溝および、東南

から北西方向に流れる自然流路 (流路-1017)な どが確認されている。この自然流路は調査区の

東南から北側中央にむいて流れる広くて浅いものであるが、この流路を境に東側と西側の耕作溝

の様相が異なっている。流路よりも西側は南北方向の耕作溝が主体になるが、東側は東西方向の

耕作溝が主体となる。この流路がなんらかの形で耕作地の境界の役割をしていた可能性もある。

溝-1003 調査区西側にある南北方向の溝である。幅70～ 100cm、 深さは 5～ 10cmで、埋土は灰

色褐色粘上である。

溝-1004 溝-1003のすぐ東側に所在する南北方向の溝である。幅は50～ 70cm、 深さは 5～ 10

cmである。

溝-1006 調査区北西部において検出された東西方向の溝である。幅20～30cmで、深さは 5～ 10

clllである。

澪-1014 調査区中央部において検出された南北方向の溝である。幅40～ 70clllで、深さは10clllで

ある。

調査区中央部南北藩群 調査区中央部の流路-1017よ り南側で検出された、細長くて南北方向に

のびる小溝群である。20～30cm位の間隔を置ながら10本以上の小溝が並んでいる。幅20～30cmで、

深さは10～ 20cm、 埋土は灰褐色粘質上である。条里との方向とも重なるものであり、耕作に伴う

溝の痕跡と思われる。

流路-1017 調査区を東南から北側中央にむけて流れるものであり自然流路と推測される。東西

幅は4.5～ 5.Omで あり、深さは20～ 30cm前後である。流路内の埋土は灰色粗砂層が主体でかたく

しまっており、溝底面には酸化鉄が沈着している。出土遺物は多くはないが、奈良時代の須恵器

壺や土師器の破片などが出土している。
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TP+5ЮOm 流路-1017

l 礫粒含む灰色砂層 (細砂～粗砂)酸化鉄沈着
2 灰色砂層 (細砂) 酸化鉄沈着激しい

0                            2m

第 5図 第 1面遺構配置図・主要遺構断面図
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第 6図 第 1・ 2面上面遺構内出土遺物
流路-1017(1～ 2)溝 -2004(3～ 5)滞 -2003(6)

出土遺物は第 6図 1～ 2であり、 1は須恵器

壷であり口縁と低部が欠けている。 2は土師

器の小型壺である。

調査区北東部東西薄群 調査区内でも北東都

に広がる東西方向の小溝群である。20～30cm

の間隔をおきながら10条程度の小溝が並んで

いる。溝はそれぞれ幅20～ 30cmく らいであり、

論

第 7図 第 2層上層出土遺物

内部には灰褐色粘土が堆積している。遺物は破片ながら瓦器など中世遺物を含んでいる。これも

条里の方向と合うものであり、耕作に伴う溝の痕跡と思われる。

(2)第 2面上面

第 2層下層の上面に形成された遺構群であり、およそ基準高T,P.+4.3～ 4.5mである。極めて

平坦な面となっているが、遺構は散浸であり、種類としては溝が主体である。これより上面にあ

たる第 1面は東西方向、南北方向にのびる溝が主体で、条里区画にのる溝が大部分であったが、

第 2面上面では溝-2003の ように南北方向のものと、それとは違って斜め方向にのびるものとが

ある。層位的には第 1遺構面には先行するものの、遺物から14世紀を前後するくらいの時期の遺

構群と思われる。

第 2層上層出土遺物 (第 8図 7～ 9)第 2層上層は第 2面上面を被覆している土層である。この

土層から出土した遺物は量的には少ないが、中世遺物を主体としながらも弥生土器や奈良時代の

墨書人面上器も出土している。 7は土師器壷であり体部に人面墨書がある。土器自体は 1/3程

度の残存状況であるが、体部の人面墨書部分はあらかた残っている。簡単な線だけで描写された

ものであるが、笑っているようなユーモラスな表情のものであり、どことなくおかしみがある雰

囲気が漂っている。 8は ミニチュアの瓦製羽釜であり口縁部分のみが残存している。 9は弥生土

器の鉢である。

溝-2002 調査区西北部にある溝状遺構である。幅は140cmを はかるが、深さは 5～ 10cm程度の
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1 黄褐色粘質土 酸化鉄沈着
2 黒褐色粘質土
TP+450m
e  2 
将尊―-2004 e

膀
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1 黄褐色粘質土 酸化鉄沈着
2 黒褐色粘質土

0                  2m
|

第 8図 第 2面上面遺構配置図・主要遺構断面図

TP+45klm 澤;―-2003

TP+450m     溝一-2002
d         .

茶褐色土 (砂合む)
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浅い溝である。埋土は灰色粘質上である。出土遣物は細片ばかりであるが、弥生土器が主体に出

土している。

薄-2003 調査区中央部にある溝で南北方向に伸びるものである。幅60～ 100cmで、深さ30～35

clllであり、埋土は上・下 2層に分けられ、上層は黄褐色粘質土、下層は黒褐灰色砂質上が主体で

あり、上層は酸化鉄の沈着がみられる。溝内からは瓦質羽釜の破片が出土している。

出土遺物は第 6図 6で瓦器椀である。器高は低く外面はほとんど横なでで仕上げられており、

内面には粗い螺旋状のミガキを施している。

溝-2004 調査区東北部に所在する溝である。幅50～90cmで、深さ20cm、 溝内部には黒灰色シル

トが堆積している。

出土遺物は第 6図 3～ 5である。高杯や壷などの小さな破片ばかりが出上している。

薄-2005 調査区東北部にある溝である。幅50～ 100cmで、深さは20～ 30cm、 埋土は黒灰色シル

トであり、溝-2004と平行するように並んでいる。

(3)第 2面下面

第 3層上面に形成された遺構群であり、基準高T,P.+4.0～ 4.3mである。底面に壷や高杯など

を配した溝 (溝-2053)以外にも、遺構面直上からいくつかの上器が発見されている。弥生時代

後期を主体としながら一部庄内期にもおよぶ遺構群である。

第 2層下層出土遺物 (第 10図 10～第■図47) 壷、甕、高杯、器台、椀などを主体としながら多

様な器種が出上している。10～ 20は壺である。10は口縁部に4条の凹線文をめぐらせた二重口縁

の壼である。17は長頚壷の上半部であり内外面に細かなミガキが施されている。21か ら31ま では

奏であり、比較的大きな奏と小さな甕がある。口縁部はくの字形に外反しており、胴部には水平

もしくは右斜め上方向に叩きを施すものが多い。32は低部が穿孔された椀である。33は小型の器

台で、外面には縦方向の刷毛日、内面は横方向の刷毛日で仕上げられている。34～36は有稜高杯

の杯部で34、 35は口縁が外湾気味である。37～45は高杯の脚部で、故意に壊されているのか脚部

だけのものが目立つ。46は手焙り形土器である。低部と胴部の屈曲部の突帯上に縦方向の刻み目

をめぐらしている。天丼部分は欠失している。

蒲-2053(第 12。 13図) 調査区南西端で発見された一見、長靴状の溝状遺構である。幅は2.5

～3.5mで、深さは20～ 30cm、 溝内には灰責色～青緑灰色系統のシルトや粘上が堆積している。溝

内埋土は一気に埋められたような状況ではなく、自然に堆積したような状況を示している。溝の

西端付近で奏約 2個体分が出上している。この構の所在する場所は、調査区の南端をかすめるよ

うに流れる弥生時代後期の自然流路の北岸部分にあたる。本来は方形周溝状遺構であったのが、

弥生時代後期の自然流路の活動により寸断されたものである可能性もあるものの断定はできな

い。溝の底面からは壷やカメの破片がまとまって出土している。土器の周囲や下部からはこげた

木の破片が出上しており、何らかの理由で木材を燃やした後に土器を置いている可能性もある。

出土遺物は第16図 48～第17図 67である。48～ 491よ広口壺であり、48は外面に細かい縦方向のヘ
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第 9図 第 2面下面遺構配置図・主要遺構断面図

土坑-2001×
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土坑-20濡

1 黒褐色粘質土～砂 酸化鉄沈着

醐ヒ鉄沈着 |              |

⌒

澪尊―-2062
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第10図 第 2層下層出土遺物 (1)
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第■図 第2層下層出土遺物 (2)

ラミガキが密に施されており、内面には横方向の刷毛目が残っている。49は外面は摩減していて

調整不明であるが、内面には接合痕が残っている。50の短顎壺は外面には密にヘラミガキを施し、

51の長頚壷は胴部最大径が中央よりも上で、55は細顎壷である。56～62は奏で、胴高が高く胴部

最大径が上方にあるもの、寸づまりで胴高が低いものまでいろいろなタイプがある。

蒲-2059(第 14図 ) 調査区北東部にある溝である。幅25～ 100cm、 深さは10～ 20clll、 内部には

灰黒色系統の粘上が堆積しており、溝の中からも土器が出土している。器種としては、奏、高郭、

器台などがあるが、全て一部が打ち割られたような形態のものが多い。

出土遺物は第17図68～74である。68は長頸壺で胴部外面にはヘラミガキの痕跡が残っており、

,
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第12図 溝-2053遺物出土状況 (1)
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内面には刷毛目や指圧痕、接合痕が残っている。70～721ま小型の菱である。73・ 741よ器台であり、

73は口縁端部拡張部と内側に波状文がめぐらされている。

澪-2063 調査区西部にある細長い溝で、東西90cm、 南北20cm、 深さ15clllである。

土坑-2001(第 15図) 調査区北西部にある土坑で、長さは東西、南北ともに3.4m、 深さは

■2mである。土坑内部には灰～黒色のシルト層や粘質土がレンズ状に堆積している。中部からは

土器だけではなく、木片も出土している。

出土遺物は第18図 79～83である。79は口縁部を欠くものの複合口縁壺であり、80・ 81は V様式
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3 青緑灰色粘土 (シルト混じり)
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1 灰黒色粘質シルト 炭化物含 酸化鉄沈着
2 灰黄色粘質シルト 炭化物含 酸化鉄沈着
3 灰褐色粘質土～シルト 酸化鉄沈着
4 黒褐色粘質土 炭化物含
5 淡灰褐色粘質上～青緑シルト
6 青緑灰色粘質シルト

0                 1m

第15図 土坑-2001・ 2051遺物出土状況

或
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第16図 第 2面下面遺構内出土遺物
溝-2053(48～ 59)
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第18図 第 2面下面遺構内出土遺物 (3)
土坑-2051(78) 土坑-2001(79～ 83)

系統の奏で、82・ 88は底部がやや尖り気味になっている奏である。

土坑-2051(第 15図) 調査区中央部にあるタマゴ形の上坑である。東西60clll、 南北45cm、 深さ

は55cm、 灰白～青白色のシルトが堆積しており、堆積土中には炭化物が多く含まれている。底部

には木片などの植物遺体が目立つ。

出土遺物は第18図 78である。78は壼で口縁はかけているが、残存高は25cmを超えており、外面

上部には刷毛日、下部にはヘラミガキ、内面にはヘラケズリの痕跡が残っている。

土坑-2055 2053-流 路の北岸に接する土坑である。幅1.9m、 深さ10cmである。内部には灰色

系統の粘質上が堆積していた。

土坑-2056 流路-2053の北岸に接する土坑で、土坑-2055の東側である。幅1.6m、 深さ10cm

で、内部には灰色～責色の粘土系の土が堆積しており、酸化鉄の沈着が著しい。

土坑-2067 調査区南中央で発見された細長い土坑である。東西3.5m、 南北2m、 深さ70cmで、

土坑内部の堆積土は大きく3層に分かれる。上層はかたくしまっているが、下層はやわらかい。

出土遺物は第17図 75～77である。75は長頸壷で上半部外面に縦方向の刷毛目の痕跡が、内面に

は横方向の刷毛目の痕跡が残っている。76は小型奏で外面に接合痕跡があり、77は有稜高杯の杯

部である。

土坑-2064 流路-2053の北岸に接する土坑である。幅90cm、 深さ10cmで、内部には粘土質

の上が堆積しており、酸化鉄の沈着が著しい。
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第19図 第3面遺構配置図

(4)第 3面

第 4層上面に形成された遺構群で、基準高T.P,+3.8～ 4.2mである。一次調査で検出した自然

流路 (NR3002)の北側にあたる。極めて細い溝状の遺構や、不定形の落ち込みなどを主体とす

る遺構群である。特に調査区西側では複雑であるが、調査区南西隅で円形の竪穴式住居が見つかっ

ている。

第 3層出土遺物 (第20図84～第21図108)84～ 94は壺類で広口壷や長頸壺等多様な形式の壷が

含まれている。84・ 85は口縁端の拡張部に竹管分を施文している。95～ 991よ奏で、器高が高く胴

く孫輸一
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第20図  第 3層出土遺物 (1)
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第23図  第 3面遺構内出土遺物
土坑-3028(109～ 118)土坑-3003(119～ 122) 竪穴住居-2100(123～ 126)

部最大径が中央より上にあるもの (97)、 胴部が球形に近いもの (98)な どいろいろな形のもの

がある。100は 口縁がくの字形に外反する鉢で内・外面にヘラミガキの痕跡が残っている。102は

胴部が球形に近い小型鉢であり、103は茶碗形の鉢である。1081よ両端が欠けているが器台であり、

外面にはヘラケズリの痕跡が残っている。
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第24図  第 4面遺構配置図・主要遺構断面図
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土坑-3001 調査区西北部で検出された東西に長い土坑である。東西幅約 4m、 深さ10～ 20cm

ある。特別な遺物は出土していない。

土坑-3028 調査区南西にある不定形土坑である。東西 3m、 南北 4m、 深さ10clllである。浅い

落ち込み状の土坑であり、中からは細かな土器片がまとまって出上した。

出土遺物は第23図 109～ 122である。1141ま複合口縁壷で口縁部外縁に凹線文と円形浮文を施し

ている。lll・ l121よ無頸壷である。119～ 1221ま椀で、1191ま外面に右上がりの叩きを施しており、

120。 121はヘラミガキの痕跡が顕著である。

竪穴住居-2100 調査区南西隅近くで検出されている。調査区に半分かかるような形で確認され

ている。径は約7.4mと 復元できる。壁溝は確認でき、床面にはピットらしい小穴や、焼上のつ

まった土坑などが検出されている。住居に伴うはっきりした遺物がないので、具外的な時期は不

明である。しかしながら、形態からして弥生時代後期よりは遡る時期の遺構と推測される。

出土遺物は第23図 123～ 126である。1231ま長胴の奏で外面は刷毛目調整の後に右あがりの日「 き

目を施しており、内面にも刷毛目を施している。124～ 1261ま壷の底部である。

小溝群 北北東～南南西あるいは西北西から東南東方向にのびる小溝群が検出されている。この

小溝は幅も深さも数cm～ locmく らいの浅い細いもので、調査区全体で十数本検出されている。

自然流路-3002 調査区の南端を画する流路であり、一次調査で検出されたNR3002の続き部分

である。南東から北西方向に流れる流路で、幅 5～ 8m、 弥生時代後期の遺構面を切り裂くよう

に流れている。この流路の埋没後にできるのが第 2面下面の遺構群である。

(5)第 4面

灰色系統のシルト層の上に形成された遺構群で、基準高T.P.+3.6～ 3.8mである。浅い流路や

不定形の落ち込みなどが主体で、はっきりした遺構はない。遺物は何も出土していないので詳し

い時期はわからないものの、弥生時代中期以前の面と推測される。

流路-4012 調査の中央を南北方向に流れる流路状の落ち込みである。幅 2～ 6m、 深さ30cmで、

青緑灰色系統のシルト～粘土層が主体である。ここからも特別な遺物は出土していない。

溝-4003 調査区西部に所在する溝である。途中由がりながら10m分くらいが残存している。幅

50clll、 深さ10～ 20cmで、青色系統のシルトが堆積している。

溝-4080 調査区南部にある溝で、西北から南東方向に振っている。幅80cm、 深さ10～ 15cm、 埋

土は灰黄色細砂が主体である。

土坑-4025 調査区東北隅にある不定形の上坑である。幅は一番大きいところで東西4.5m、 南北

7m、 深さ20cmで、埋土は青緑灰色粘砂質土である。

(6)第 5面

オリーブ色系統の粘土層の上に形成された遺構群である。基準高はT.P.+3.6mを 前後する。こ

れより上で検出された面に比べると平坦である。覆土からも遺物は発見されていないので時期な

どはわからないが、調査区の南西端と北東端とで自然流路が発見されている。

―- 26 -―
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第25図 第5面遺構配置図

流路-5003 調査区東北隅で発見された流路である。北から南へ流れており、検出幅 4m以上、

深さはlmを超える。堆積土は砂と粘土やシルトとの互層で、砂の粒子は比較的細かい方である。

流路内部からはもちろん周辺からも遺物は出土しておらず、時期などについては全く不明である。

流路-5005 調査区南縁を西北から東南へと斜め方向に横切っている流路である。幅は 5～ 6m

で、深さは lm以上、堆積土は砂と粘土やシルトとの互層である。雄積層は植物遺体なども含ん

でおり、砂の粒子は比較的細かい。遺物は全く出上しておらず、この流路の所属する時期などに

ついては不明である。
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第 4章 まとめ

人尾北高校校舎建設に伴う萱振遺跡の発掘調査では、弥生時代後期から中世に至るさまざまな

遺構や遺物を検出した。 1次調査の調査区の南方にあたり、弥生時代～中世までの遺構群を検出

したが、いずれも集落縁辺部の様相を示すものばかりである。萱振 1号墳に平行する時期の遺構

は明確ではなかった。以下、今回の調査区の調査成果を時期別に見てみよう。

弥生時代中期以前

第 4面で検出している溝などの遺構群が弥生時代中期以前の所産と思われる。一番目立つもの

としては流路-4012がある。調査区中央を南北方向に貫くように流れているが、内部から遺物は

何も出土しておらず、単なる自然の流れであった可能性がある。その他にも小さな落ち込み状の

遺構や溝状の遺構らしい痕跡はいくつか検出されてはいるが、いずれも遺物は伴っていない。ま

たこれらの存立する基盤面はシルトなどを主体とする柔らかい脆弱な面であり、調査区の周辺で

もこの時期の明確な遺構群は検出されていない。今回の調査地点においても、この時期まで遡っ

て、継続的な生活が行われていたことを示すとは考えにくい。主たる生活領域からははずれてい

るものと推測される。

弥生時代後期

今回の調査区の中では一番中心となる時期で、第 3面で検出した遺構群がこの時期に相当して

おり、弥生時代後期でも後半に属する遺構が多い。一番はっきりした遺構は、調査区西側で検出

した竪穴住居である。 1次調査の折りには竪穴住居は発見しておらず、今回も1基だけの発見に

留まった。円形の竪穴住居であり、これのみが後期前半にまで遡る可能性が大きい。

1次調査では数多くの掘立柱建物跡や井戸、滞などの遺構を検出しているものの、今回の調査

区では、竪穴住居以外には不定形土坑や小さな溝ばかりで、様相がかなり異なっている。今回調

査した遺構群は氾濫した自然流路NR3002Bの北側にあたり、遺構面の標高も南側よりも若干低

くなっている。自然流路NR3002Bは事実上、弥生後期集落の北側の境界であり、今回の遺構群

は弥生時代後期集落の縁辺部の様相を示すものであろう。

古墳時代初頭

第 2面下面の遺構群がこの時期に該当する。L字形の溝 (溝-2053)を主体とし、溝や土坑な

どが検出されている以外に、遺構を伴わない形で包含層から出土した土器も多い。これら土器は

高杯が多く、しかも一部破砕されたようなものがある。用途ははっきりしないが、何か集落の縁

辺で行われた祭祀行為の痕跡とも思われる。また溝-2053を方形周溝墓の一部であるとすると、

これら土器群は周溝墓に関連する儀礼行為の痕跡であった可能性も考慮しなければならない。
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奈良時代

1次調査の折りには多数の掘立柱建物跡、井戸、溝などを検出しているが、今回は奈良時代相

当の遺構面は確認できなかった。ただ遺物として包含層から墨書人面上器が 1点出上しているの

みである。

中世

第 2面上面の遺構群が相当する。この時期も遺構は散漫であり、溝が主体である。2003-溝の

ように南北方向のものと、斜め方向にのびる溝とがある。第 1遺構面には先行するものの、遺物

から中世の遺構群と思われる。遺物から14世紀頃と思われる。

近世

第 1面の遺構がこの時期に相当する。流路と小溝群が主体で、建物の痕跡などは検出していな

い。小溝群は条里地割りの方向と合致しており、耕作に伴う痕跡と推測される。
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